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ライティングTask1の時系列グラフの書き方

時系列グラフの基本

観点①：「大小（順位）」の観点
観点②：「増減」の観点
この2つの観点をどちらも入れながら記述していく

https://ielts.xsightplus.com/2017/12/29/time-scale-chart/

観点①：
ある1つの時点で見たとき、
人口は大きい順に
A＞B＞C＞D＞E
となっている。
この大小関係、順位を記述する
のが「大小（順位）」の観点

観点②：
時系列での変化を見たとき、A、C、Eは増加傾向、B、Dは横ばい傾向となっている。
この増減の変化を記述するのが「増減」の観点

https://ielts.xsightplus.com/2017/12/29/time-scale-chart/
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ライティングTask1の時系列グラフの書き方
オーバービューの書き方

・観点①または観点②で考えて「共通している箇所」と「違いがある箇所」を書く
・「共通している箇所」が無ければ「違いがある箇所」だけで作る

ボディの書き方

ボディは観点①または観点②でグルーピングしたものを
それぞれのボディに分ける

While all the countries showed the increase in population during the period, the population in A was by far the largest among all the countries.

観点②で「共通している箇所」 観点①で「違いがある箇所」

Body1：1億人以上の国
Aについて

Body2：5千万人前後の国
B,Cについて

Body3：4千万人以下の国
D,Eについて

観点①でのグルーピング例

データの説明は時系列の場合は「始まり」「終わり」
「その途中のピーク・ボトム」を説明する

観点②でのグルーピング例

Body1：増加傾向の国
A,C,Eについて

Body2：横ばい傾向の国
B,Dについて

A：山型のグラフ
⇒「始まり（1900年）」「ピーク（1970年）」
「終わり（2000年）」の3箇所のデータを記述

B,C,D,E：ピーク無しの増加のグラフ
⇒「始まり（1900年）」「終わり（2000年）」
の2箇所のデータを記述
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ライティングTask1の時系列グラフの書き方

やってはいけない注意点

・重要点だけ、補足情報だけの説明になっている

・増減の変化のみの説明になっている

・同じパターンの繰り返しになっている

（×）「Aは1900年は人口が一番多い国で、その後増加、1970年にピークを迎えた後、少し減少した」⇒重要点だけの説明
（×）「Aは1900年は人口1億人だったが、1970年に1.7億人になり、2000年は1.6憶人になった」⇒補足情報だけの説明
（〇）「Aは1900年は人口が一番多い国で1億人だったが、その後増加、1970年に1.7億人でピークを迎えた後、

少し減って2000年は1.6億人になった」⇒重要点と補足情報を両方説明している

（×）「Bは1900年は人口6000万人で、その後若干増加して2000年は7000万人になった」⇒増減だけの説明
（〇）「Bは1900年は人口6000万人で2番目に多い国だった。その後若干増加しているが、1960年にCに抜かれて

3番目になっている。最終的に2000年は7000万人になっている」⇒増減と大小（順位）の2つの観点で説明している

（×）「 Bは1900年は人口6000万人で2番目に多い国だった。その後若干増加しているが、1960年にCに抜かれて
3番目になっている。Dは1900年は人口2000万人で4番目に多い国だった。その後若干増加しているが、
1920年にEに抜かれて5番目になっている」⇒BとDが全く同じパターンでの繰り返しになっている

（〇）「BとDは類似していて横ばい傾向である。それぞれ1900年には6000万人、2000万人で、2番目、4番目だったが、
ともにC、Eに抜かれて順位を1つずつ落としている」⇒似た傾向のものはまとめて説明することで繰り返しを避ける


